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要 旨

トランジスタを53石使用した,19形オールトランジスタカラーテレビ受信機を開発した｡特長ほ,1秒以

内の瞬間スタート,140Wという白黒テレビ並みの低消費電九 電源電圧変動で画面が全く変化しない定電圧

回路つき,徴調の自動(AFS)と画像調節の自動(APS)の二つの機能をもったオートピタリコソつき,かずか

ずの新い､回路技術により明るく美しい色彩と鮮明な画像,オールチャンネル受信,高信蹟度設計である｡開

発の重点は,出力回路の大電力化,高性能化 付属校能の充実化においた｡水平出力は超高耐圧用トランジス

タ2SC9372石を使用した高圧偏向分離方式である｡垂直出力には2SC9361石,映像出力にほ2SC685A3

石,音声出力には2SC685A2石,電源回路には2SC9352石を使用した｡付属回路としては,APSC回路,画

質調節回路を搾用した｡

l.緒 口

現在,電子工業の基幹となっているトランジスタ,正確に言えは

接合トランジスタが,この世の巾に生まれ出たのは,今から18年前

の昭和26年のことであった｡真空管とは異なり,本質的に消粍する

部分をもたず寿命が長いこと,消費電力が少ないこと,形状が小さ

いことなどの特長をもっているため,従来真空管を使用していた機

器にトランジスタを使用する,いわゆるトランジスタ化が技術的発

展の大きな方向として示されてきている｡真空管とトランジスタを

動作面で比較すると,真空管ほ電圧動作形であり,トランジスタは

電流動作形である｡したがって,真空管を単純にトランジスタに置

きかえることはできず,また,トランジスタは小電力動作形という

長所をもっているが,反面使用法が適切でなければこわれやすいと

いうこともあって,トランジスタの発明以来,これらを克服してト

ランジスタ化するための努力が積み重ねられて来ている｡

日立製作所として最初のトランジスタテレビEY-560(8形)を昭

和38年に発売し,その後もE-5200(8形,昭和38年発売),TW-2100

(12形,昭和39年発売),Fト5000(5:形,昭和39年発売),TW-1000R

(12形,昭和40年発売)などを生産して釆たが,昭和40年までは本

格的量産には至らなかった｡しかし,昭和41年に本格的トランジス

タテレビとLての多くの特長を備え,性能,信頼度,価格のいずれ

の所でも真空管式テレビとじゅうぶん対抗し得る12形白黒ポータ

ブルテレビTW札77を発売し,高性能,高信板虔普及価格が世の中

の人々から認められて,ベストセラーとなった｡さらに昭和42年i･こ

ほ白黒大形テレビ用標準シャシが開発され,17形白黒テレビS-27

が発売された｡昭和43年には,このシャシを使用して,17形から

20形までの多数の機種が発売され,昭和44年中にほ,白票テレビ

は全機種がトランジスタ化される予定である｡

オールトランジスタカラーテレビは,昭和43年に小形標準シャシ

を使用した15形CF--570TUが発売され,本格的量産にはいった｡

白黒テレビ,カラーテレビiこおけるトランジスタ化に関する豊富

な技術的蓄横を基礎に,テレビのトランジスタ化をこついての次の目

標は大形カラーテレビの開発を行なうことであり,本年に至り,19

形カラーテレビCN--710CU,CN-610SUの2機種が発売され,本

格的量産にほいった｡図lほ19形カラーテレビCN-710CUの外観

写真である｡

以下,19形オーノレトランジ'丁くタカラーテレビについて報告する｡

*

日立製作所横浜工場
**

日立製作所家電研究所工学博士

図119形オールトランジスタカラーテレビCN-710CU

表119形オールトランジスタカラーテレビ受信機仕様

㌃盲＼､､､､＼斗種IcN-710CU CN-610StT

受 信 方 式

受信チ ャ ンネル

フ 7 ウ 管

ト ラ ン ジ ス タ

ダ イ

…一‖｢

オ
ー ド

ー カ

出 力

子

電 源

消 費 電 力

ラ‾‾‾‾7‾‾ラ≠‾‾天‾‾万
イ ン ピ ー ダ ン ス

外…__里_.形

寸
法

重

脚 付 高 さ

奥 行

NTSC方式

VHF第1～第12チャンネル

UI寸F第13～第62チャンネル

≠術強形19形90度偏向

53石

ラウソ管

,53石(高圧整流器を含む)

NTSC方式

VHF第1～第12チャンネル

Uf‡F第13～第62チャンネル

19形90度偏向ブラウン管

(新形高輝度希土煩けい光体)

53石

53石(高圧整流器を含む)

23×15cm2個,5cm2個

3W

イヤホーン兼レコーダ端子

18×10cm l個

3W

イヤホーン兼レコーダ端子

100V(50/60Hz) 100(50/60Hz)

140W

300J上平衡形

93.Ocm

88.5cm

48.O cm

140V

300J)平衡形

84.O cm

78.Ocln

47.Ocm

量1 46.Okg

lマグネチックイヤーホン1個

付 属

品≠クロース1警輸ヒューズ3個

39.Ocm

マグネチックイヤホーソ1個

クロース1枚,脚一式
予備ヒューズ3個

2･仕 様

19井手オールトランジスタカラー受信機の仕様を表1に示す｡ただ

し,CN-710CUはコンソールタイプ,CN-610SUはステージルッ

クタイプである｡
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3.特 長

3.1トランジスタ化による特長

(1)瞬間スタート方式

カラー画像,音声のスタートほ1秒以内である｡

受 信 俵
ス タ ート す る

ま で の 時 間

オールト ラ ン ジ ス タ 式

(日立CN-710CU)
1砂以下

真空管式クイックスタート方式

(2)低

約 7 秒

普 通 の 真 空 管 式 約30秒

消費電力

従来の真空管式白黒テレビ並みの消費電力である｡

消 費 電 力

オー ルト ラ ソ ジスタ式

(日立CN-710CU)
140W

ハイ
ブリ
ッド式(カラー)

(日立CN-650TU)

真 空 管 式(カラー)

(日立CN-760CU)

声IF上別品
2SC460

3,5帥IHz

/イスL..1ミ･.

A.C.C.OET

2SA351

3.58hlHz叶柵【

1N60

占二声検波

1N60

3.5帥†Hz
m

R-l■斗畑i
2SC46

G-1r抑帖

SC460

神性い-1J州】】

巾′川】一じ

1N34

lN34
】ト

Ir

十12＼りf】モ三石亡B-1Z B-2

ピーカ

音声出力
2SC6B5A

RED上1りJ
2SC685A

A.P.S.C

SC458Q)

2S上1351碩)

1〃34′

ヰ‾川‥聖
制l炎

SF-1 SB-2

CPl'_C2

構 成

(1)日動数詞セッティング装置(AFS)

緑色に発光するけい光放電管がチューニングアイとして,プリ

セット徽調節の最適点で発光する｡ここでAFSスイッチをONに

すると,あとほチャンネルを切り換えるだけで徴調節には触れる

ことなく自動的に安定した画像が得られる｡UHF受信の場合は,

AFSスイッチをONにしたまま選局すれば,最適調節点に自動的

に引き込むため選局が非常に容易になる｡

(2) 自動画像セッティソグ装置(APS)

APSの押しボタンスイッチを押してONにすると,コントラ

スト,輝度,色飽和度および色相の四つの調節は,工場出荷時に調

整された標準設定状態になっているので,放送されている画像を

良好に再現する｡なお,APSスイッチをOFFにするとドアの中

にあるコントラスト,輝度,色飽和度および色相の調節ツマミで,

好みに合わせて,調節することもできる｡

3.3 輝くばかりに明るく美しし､色彩,鮮明なカラー画像

従来の真空管式にはなかったかずかずの新しい回路技術により,

真空管式以上の明るく美しい色彩,鮮明な画像を実現した｡

(1)新しい高輝度希土類けい光体力ラープラウソ管使用｡

(2)直流分伝送率が高く微妙な色調を再現する原色ドライブ回

(3)定電圧電源回路

電源電圧の高い所,低い所,また変動の大きい所でも画面の大

きさが変わったり,ゆれたりせず,クーラのスイッチの投入時に

も,ぴくともしない,定電圧電源回路つきである｡

3.2 オートピタリコンにより取り扱いは非常に簡単

ボタンを押すだけで画像の調整ができる｡オートピタリコソは,

徴調の自動(AFS)と画像調節の自動(APS)の二つの機能をもって

いる｡

3

4

5

路を採用｡

明るい画像を安定に実現する新高圧制御方式を採用｡

920KHz妨害に強い色度輝度分離方式を採用｡

カラー放送でも白黒放送でも常に最良な画像を再生する自

動画質調整装置(APSC)を採用｡

(6)くっきりした画像からやわらかい画像まで好みの画質に調

節できる画質調節装置の採用｡

3.4 UHF,VHF放送が受信てきるオールチャンネルカラーテレビ

従来の第1チャンネルから第12チャンネルのVHF帯に加えて,

-44-
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図3 水平出力回路の基本回路

第13チャンネルから第62チャンネルまでの放送が受信できるオー

ルチャンネルカラーテレビである｡

3.5 S.仙.AGC回路および雑音除去回路つき

七つの特長を有する高性能AGC回路(SevenMeritAGC回路:

S.M.AGC回路)と雑音除去回路を採用し,電波の強弱による調整

は全く不要であり,また各種ノイズやフラッタに対しても,同期が

乱されることがない｡

3.る 故障が少なく高信頼度

(1)回路の大部分をプリント配線化｡

(2)定電圧電源の採用にi･こより,サージ電圧などの影響はなく

なり,部品の定格にじゅうぶんな余裕がとれる｡

(3)温度上昇による故障の心配はない｡低消費電力による小さ

い発熱 さらに温度上昇の低い垂直形基板配置の採用で,

内部の温度上昇は最小,故障の低減化｡

(4)ごみのつきにくい部品配置｡高圧トランスの密閉および垂

直形シャシの採用により,ごみによる故障の低級｡

｢5)各種保護回路の採用｡高圧回路のスパークによるサージ

や,サービス時に誤って接地したときのことを考慮して,部

品(特に半導体)の破壊を防ぐ保護回路を数多く採用した｡

(6)部品定格,回路設計に余裕をもたせた高信頼度設計｡

4.回 路 構 成

19形オールトランジスタカラーテレビ受信機は,すでに量産され

ている15形オールトランジスタカラーテレビ受信枚(1)を基本とし

て,出力回路の大電力化,高性能化,付属棟能の充実化に重点をお

いている｡

図2に本機の回路構成を示す｡

15形オールトランジスタカラーテレビ受信機と比べ,構成が違っ

ているのは次のとおりである｡まず大電力化として

(1)水平出力ほ15形オールトランジスタカラーテレビ受信槻

で採用した2SC937を,水平偏向と高圧発生にそれぞれ1

石ずつ計2石使用し,トランジスタに無理させることなく

大電力化を図った｡

(2)垂直出力は,15形オールトランジスタカラーテレビ受信枚

で採用した2SC936を使用し,コレクタ電源電圧を上げる

ことによって負荷電力の増大に対処した｡

(3)映像出力はじゅうぷんなコントラストを得るためと,画質

の向上を図るため,コレクタ電源電圧を170Vに上げた｡

コレクタ損失の増大に対処するため2SC685Aを使用した｡
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図4 垂直 出 力 回 路

(4)音声出力ほじゅうぶんな出力電力を得るため,2SC685A

を2石並列に接続して使用した｡

(5)電源回路は,偏向,映像,音声の各出力回路の電力増大に

対応して,走電圧電源の電力増大を図った｡電圧制御トラ

ンジスタには,2SC935を3石並列に使用した｡

次に高性能化,付属枚能の充実化として

(6)AFS回路の採用｡VHF,UHF各チューナの局部発振周波

の自動制御を行なうとともiこ,同調指示ランプ(緑色けい

光ランプ)による同調指示を行なった｡

7

00

9

APS回路の採用｡

APSC回路の採用｡

画質調節回路の採用｡

5.回 路 説 明

15形オールトランジスタカラーテレビ受信機を基本として回路

を構成しているが,15形オールトランジスタカラーテレビ受信椒と

共通部分に関してほ省略し,19形特有の回路につき説明する｡

5.1水平出力回路

(1)各種水平偏向方式の検討

19形でほ15形にくらべて,偏向電九 高圧電力とも増大する

ので,水平出力トランジスタのコレクタ電圧せん頭値Vcpと,コ

レクタ電流のせん頭値んpとの積Vcf･んタが増大する｡

コレクタ耐圧Vc月0を,15形で採用した2SC937と同じく1,200

Vとして,回路方式を想定してみると,2SC937のんク最大定格

2･5Aに適合するのは,2石並列接続方式と,2石高圧偏向分離方

式の二つの方式である｡

2石並列接続方式は,特性のそろったトランジスタをペアとし

て用いる必要があり,量産に適用するのが困難である｡

2石高圧偏向分離方式ほ,構成が比較的容易で,量産化も困難

でないので,この方式を水平出力回路に採用した｡

(2)採用した回路

図3は探用した回路を示したものである｡

電源電圧は120V,高圧として24kV,1mAを得ている｡2

個の2SC937を並列に勒振するのであるが,2個のトランジスタ

のベース･エミッタ電圧Ⅴ即の差によるベース励振電流ん1の不

平衡が生じトランジスタの動作に悪影響を及ぼす｡この不平衡

を圧縮するため,各トランジスタのベース回路に抵抗月β方,足月か

をそう入した｡高圧側のベース回路にはインダクタンスと抵抗の

並列回路により,降下時間才′を短くし,降下時間中のコレクタ損

ー45-
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図5 映像 出 力 回 路

失を少なくした(実用新案出願中)｡偏向側はコレクタ電圧の立上

がりがゆるやかであるので,インダクタソスと抵抗の並列回路ほ

省略した｡偏向側は,偏向コイルと直列キこ,S字補正コンデンサCs

を入れるため,直流供給用のチョークコイルの作用と,コンパー

ゼンス回路,低圧電源回路(＋12V),中圧電源回路(＋170V,実

用新案出願中)の電圧を供給するための水平出力トランス(HOT)

を設けた｡高圧の制御方式は,15形で採用したのと同じく,並列

リアクタ制御方式(特許3件出願中)とした｡水平振幅の調整用と

して,偏向コイルと直列に可変インダクタンスを入れた(実用新

案出願中)｡ブラウソ管スタリングリッド用電圧は,水平偏向ト

ランジスタのコレクタに発生するパルスを整流して800Vの直流

電圧を得て給電されている｡偏向回路が故障した場合にブラウソ

管のけい光挨を焼くことのないよう回路を構成した(特許2件出

願中)｡フォーカス回路にほ,高圧の変動に強い高圧分圧方式を

採用した(実用新案2件出願中)｡

5.2 垂直出力回路

垂直偏向に必要な電力は15形の場合にくらべ,30%増大する｡

トラソジスク出力の増大に対してほ,コレクタ電源電圧を(15形で

は120Vであったが),170Vとし,コレクタせん頭電圧が最大定格

を越さないように,コレクタ電源回路,出力トランスの巻線比,ダ

ンピング抵抗を決めた｡励振回路は,15形と全く同じであるJ

図4は垂直出力回路を示したものである｡

5.3 電 源 回 路

電源回路は,偏向回路に電力を供給するため起電圧回路とした｡
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＋120V

図6 音 声 出 力 回 路

出力120Vで,負荷電流は画面の輝度により最小仇45Aから,最大

0.90Aまで変わる｡また入力電圧を85VかF)120Vまでを考慮し

て,整流回路入力電圧を135VACとし,電圧制御用として2SC935

3石を並列接続とした｡

サービス時に誤って,120Vラインを接地したときでも,トラン

ジスタが破壊しないよう保護回路を備えている(特許2件出麻中)｡

5.4 映像出力回路

じゅうぷんなコントラストを得ることと,画質向上を図るため電

源電圧を170Vとし,コレクタ損失の増大に対処して2SC685Aを

使用した｡2SC685Aは,15形で使用していた2SC154Cにくらべ

て,高域しゃ断周波数′rが低いため,周波数特性確保および画質改

善の点から,高域補償が特に必要である｡ベース接地形で動作する

輝度信号に対しては,ベース･エミッタ間容量が大きいことによる

高域利得の低下を,ベース容量とエミッタ容量を適切に選ぶことに

よって防いだ｡図5は15形と19形の場合の映像出力回路を示した

ものである｡

5.5 音声出力回路

ひずみなし最大出力を2.8W以上,最大肘力を3.OW以上とする

ため,2SC685A2石を並列むこ接続した｡トランジスタのベース･

エミッタ電圧Ⅴβぶと,直流増幅率ゐF丘のばらつきにより,コレクタ

損失が不平衡となるのを防ぐため,エミッタ回路を分離して独立さ

せ,動作点の平衡を図った｡

図るは音声出力回路を示したものである｡

5.占 AFS 回 路(AuIomq†i⊂Froquon亡ySo州ng)

5.る.1開発のねらい

カラー画像においては,色の情報が映像信号中の周波数の高い

部分に含まれている関係から,映象がじゅうぶん再生されるため

には,受イ言磯が送信した信号に正確に同調していることが必要と

なり,そのためには,受信株の選択特性が正常であることに加え

局部発振周波数が正規の周波数であることが必要となる｡その局

発周波数の変動許容値は,高いほうでいわゆる920KHzビートの

妨害によって制限され,低いはうでは色の情報が再生されなくな

ることに制限される｡局部発振周波数を自動制御することに

ょりカラーテレビの調節を容易化するため,AFS(Automatic

Frequency Setting)を開発した｡この特長は,

(1)VHFでほチャンネルごとに緑色に発光するチューニング

アイi･･こよって局発徴調節の最適点を知り,プリセットする

ことにより,自動周波数制御の動作が確実をこなり,自動的

に安定した画像が得られる｡

(2)地域により特定チャンネルにおいて,妨害信号が存在する

場合には,AFS回路を手動スイッチによりOFFすること

もできる｡

(3)UHFの選局も容易になる｡
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5.占.2 AFCの回路動作

図7に示すように,中間周波数の変動を局発周波数の変動とし

て検出し,それを直流増幅しAFSの開閉スイッチを通してチュ

ーナの局発周波数制御素子(バリキャップ)へ印加する｡

同調指示健棒は,中間周波の信号を選択増幅器に通したのち,

振幅検波しスイッチングトランジスタを駆動して,指示ランプを

点滅させる機構になっている｡これは引込範囲内で点灯し,かつ

引き込んだのちにも点灯するように点灯幅および中心周波数を選

んである｡

5.る.3 動作の安定性

(1)周波数制御の安定性

AFCの動作範囲内では,周波数のずれと回路の特性との関係は

次式で示される｡

』ダ=志･』凡(KHz)･･ ‥(1)

ただし,』ダ:AFCが動作しているとき,周波数弁別器の中心周

波数丸からの中間周波数のずれ(KHz)

〃:周波数弁別感度(Ⅴ/KHz)

β:チューナの局発周波数制御感度(KHz/V)

』凡:局先の自由発振周波数のずれ(KHz)(中間周波

数に変換されたときのムからのずれでおきかえ

られる｡)

したがって局発の安定度ほ,ムのずれが少ないほど,またdダ/が

小さいほど,さらに〃,βの値が大きいほど安定であるといえる｡

(a)ム の安定化

九を決定する同調回路のコイルのコアの温度係数,コイルの巻

き方,さらに同調容量の温度係数を適正に選ぶとともに,湿度に

対してもじゅうぶんな考慮をはらって,きわめて安定度の高いも

のとした｡

･(b)〃,β
の 値

〃=1×10‾1V/KHz,β=260KHz/Vが得られている｡

(c)直流増幅器の温度補償

直流増幅器の電圧漂動は,AFCのループ内にあるが,図8のよ

うにパリスタHV-23の順方向抵抗の温度特性と直流増幅用トラ
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図9 同調指示用ランプの点灯幅の温湿度特性
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表2 全国の最適画像の調節位置調査結果
(%以外の単位はつまみの目盛で表わす)

ソトラストl輝
度 色飽和産l色 相

最適画像を再生したと

きの調節つまみの目盛

平 均 値

標準偏差

許容範囲(最適位置からのずれ)

7.4 1 8.3

1.8

3一

＋

止.小

5.3 1 6.1

1.7

3一+T2一十

対象台数1,135台

調査期間 昭和43年～昭和44年

ソジスタの入力抵抗の温度特性の組合せによって補償した｡

(2)同調指示機構の安定性

温湿度に対する特性を図9に示す｡電圧はレギレークによって

安定化しているので,電源電圧変動による安定化を特別に行なわ

なくてもじゅうぷん安定である｡

5.7 APS 回 路(Åu†om8†icPicIuroSd†ing)

5.7.1開発のねらい

カラー画質は前記した局発周波数の調節のほかに,コントラス

ト,輝度,色飽和度および色相の四つの調節によって大きく変わ

る｡したがって,図10に示すように本来の四つの手動の調節機構

とは別に工場で標準に調節された状態に,前面に設けられた一つ

のスイッチで切り換えることによって,だれにでもごく簡単な操

作で美しい画像を楽しめるようにすることをねらった｡

5.7.2 送信画像のばらつき

テレビジョンの送信画像は中継回線により,また番組,チャン

ネルによって変わり,必ずしも統一された信号でほない｡全国に

散在する同一シャシのカラーテレビ受信枚1,135台を使用して,

各地で最適調節状態を調査した結果,表2のようなデータが得ら

れた｡しかし,次の利点があると考えて本装置を採用した.｡

(1)カラーテレビに不なれな人が操作した場合にくらべて,良

好な画像を容易に得ることができる｡

(2)設定の状態と手動の状態とが前面に設けたスイッチで簡単
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に切り換えられるので,手動でも従来どおり調節できる｡しかも

特定チャンネルにおいてのみ画像がずれている場合は,手動の調

節をあらかじめこのチャンネルの画像に合わせて調節しておき,

チャンネルの切換に伴って手動と設定の状態とをスイッチで切り

換えるようにして,極力やっかいな画像調節をしなくてすむよう

にした(特許,実用新案出願中)｡

(3)特定の地域などで,受信チャンネルのほとんどの画像が標

準の状態からずれている場合には,設定用の半固定調節素子のう

ち,色飽和度および色相を前面から容易に設定し直せるようにし

た(特許,実用新案出願中)｡

5.8 ÅPSC 回 路

白黒放送受信のときほ,きめのこまかい画面を再生し,カラー放

送受信のときは,映像増幅回路の高域特性を落として,妨害のない

美しい色彩画像を再現できるように,カラーキラー電圧によりトラ

ンジスタをスイッチングさせて,自動的に周波数特性を切換えてい

る(特許出願中)｡

図IlはAPSC回路を示したものである｡

(1)カラー放送受信時の動作

APSCトランジスタ2SC458⑳のベース電圧が約＋4Vとな

り,2SC458⑳が飽和し,エ(68′`H)に並列に

C=舌鼓

(占

亡U
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【
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囲14 総合周波数特性

CPTカソード(赤)で測定
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DIST.
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図15 シ ャ シ 全 体

ヂ
国16 コントロールブロック

がそう入されて,トラップ回路の共振周波数が3.5MHz付近にな

り画像のりんかくは全然劣化せずカラー放送受信時に障害となる

3.58MHzドット妨害や,920KHzビート妨害を除去する｡

(2)白黒放送受信時

2SC458⑬のベース電圧はほぼゼロとなり,2SC458⑳がカッ

トオフとなるため,Cl,C2は完全に切り離されて,エとCのみ

の回路となり,周波数特性の伸びた,切れの良いきめの細かな画

像を得ることができる｡

5.9 画質調節回路

スイッチ付可変抵抗器を用いた画質調節回路を採用した｡これに

より連続的に画質を調節することができ,好みに応じた画質をいっ

そう細かく選択することができるようになった｡通常の場合は,こ

の範囲内でくっきりした画像からやわらかな画像まで調節すること

ができる｡また画質調節を左いっぱいに回して,スイッチを動作さ
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図18 偏向ブロック

ジ軸物〆プ

図17 信号電源ブロック

蜜図22

高圧トランス,整流ブロッ

クがシャシに取り付けられてい

るところ｡偏向基板も回転でき

るようになっていて,裏面のチ

ェックが容易である｡

図21電力基板アッセソプリの回転撥構

せると非常にやわらかい画像になり,特にノイズの多い地域で見る

ときにノイズが目だたなくなり見やすい画像になる(特許出願中)｡

図12は画質調節つまみの表示を,図13は画質調節回路を,図14

は総合周波数特性を示したものである｡

d.シ ャ シ構造

シャシの構造は,サービスしやすいように次のとおり三つのブロ

ックに分けてあり,各ブロック間は脱着容易なコネクタで接続され

ている｡シャシ全体を示したのが図15である｡

① コントロールブロック(図1d)

④ 信号電源ブロック(図17)

③ 偏 向 ブ ロ ッ ク(図18)

また,信号電源ブロックFh 次の基板アッセンブリは容易に取りは

ずされる｡

① 信号基板アッセソブリ (図19)

② 電力基板アッセソブリ (図20)

電力基板アッセソプリは,裏面が容易にチェックできるよう回転板

構が設けられている(図2り｡なお,電力基板保持用のアルミフレー

ムは音声出力トランジスタの放熱板を兼用している｡

暫 図19 信号基板アッセソブリ

図20 電力基板アッセソプリ

図23 シャシからはずした高圧トランス

整流ブロック(一体となっている)

シャシ全体を,キャビネットからはずすにはネジ2本をゆるめる

だけで良い構造とした｡また,サービスの際,チェックが容易にで

きるよう,シャシを引き出した位置で保持できるようにした(実用新

案4件出願中)｡

高圧トランス,整流器ブロックは一体であり,偏向ブロックとは

コネクタ接続としてあり,ネジ3本をはずすだけで容易にはずれる

構造である(図22,23)｡

7.緒 言

以上報告したように,すでに量産を行なっている15形オールトラ

ンジスタカラーテレビ受信機を基礎に,出力回路の大電力化,高性能

化,付属機能の充実化を重点として開発したのが19形オールトラン

ジスタカラーテレビ受信機である｡現在,量産に移されており,本年

中に真空管式の椀種はオールトランジスタ式に変わる予定である｡

終わりに臨み,本開発にあたり,ご指導ならび古こご協力を賜わっ

た関係各位に深く感謝の意を表する次第である｡
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